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西宮市社会福祉協議会
山口支部北六甲台分区

分区長 生田 收

五
月
十
七
日
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
、

社
協
北
六
甲
台
分
区
の

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。上

山
口
東
自
治
会
の

代
議
員
の
川
戸
さ
ん
が

議
長
に
選
出
さ
れ
、
平
成

二
十
年
度
の
活
動
報
告
、

会
計
報
告
、
会
計
監
査
報

告
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

続
い
て
、
新
旧
役
員
の

交
替
が
提
案
さ
れ
、
永
年

分
区
長
を
務
め
ら
れ
た

蘆
田
さ
ん
が
退
任
さ
れ
、

新
分
区
長
と
し
て
生
田

さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

そ
の
後
二
十
一
年
度
の

事
業
計
画
案
と
会
計
予

算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。今

年
度
も
「
だ
れ
も
が

し
あ
わ
せ
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
標
に
、

ななくさ新生園に障害者の相談窓口を新設

平成２１年度４月に、阪神福祉センター・ななくさ新生園に、西宮市の
委託事業の一環で、障害者の相談窓口が新設されました。市内９カ所目の
施設です。（西宮市政ニュース・４月１０日号に記事が掲載されていま
す）

新生園は知的障害者のための施設ですが、この障害者相談窓口は知的・
身体の区別はなく、また認知症の相談も受け付けてもらえます。相談の内
容によって、適当な機関を紹介するほか、日常生活等の相談にも応じても
らえます。

相談は、直接電話をするか、ボランティアセンターにご連絡下さい。
◆相談料は無料
◆受付日・時間：毎週月～金曜日の午前９時～午後５時
◆担当：若松 藤井
◆電話：０７８－９０３－１９２０（窓口直通）

爽
や
か
な
新
緑
の
五
月
に
入
る
と
定
例
の
分
区
総
会
が
開
か
れ
、
新
し
い

年
度
の
新
し
い
目
標
に
向
っ
て
の
幕
開
け
と
な
り
ま
す
。

二
十
一
年
度
は
、
新
し
い
分
区
長
を
お
迎
え
し
て
気
分
も
一
新
し
て
の
出

発
と
な
り
ま
し
た
。

私
こ
と
、
こ
の
五
年
間
、
分
区
関
係
の
皆
さ
ん
、
自
治
会
を
は
じ
め
と
す
る

各
団
体
長
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
大
過
な
く
過
ご
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
高
齢
者
の
介
護
・
保
険
、
障
害
者
自
立
の

問
題
等
々
の
制
度
の
改
変
、
そ
れ
に
、
経
済
不
況
、
最
後
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
程
の
変
化
の
激
し
い
年
月
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
は
「
古
い
皮
袋
に
は
新
し
い
酒
を
注
が
な

け
れ
ば
」
な
り
ま
せ
ん
。

十
数
年
を
経
ま
し
た
分
区
に
時
代
の
変
化
に
対
応
し
、
地
域
の
期
待
に
応

え
て
頂
け
る
、
経
験
豊
富
な
生
田
分
区
長
を
お
迎
え
で
き
ま
し
た
こ
と
は
大

変
嬉
し
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
年
度
は
新
し
い
福
祉
計
画
に
よ
っ
て
地
域
福
祉
が
進
め
ら
れ
ま
す
が
、

な
ん
と
申
し
ま
し
て
も
そ
の
基
本
と
な
り
ま
す
の
が
地
域
の
皆
さ
ん
の
願
い

で
す
。

さ
い
わ
い
な
こ
と
に
、
地
域
各
団
体
長
の
皆
さ
ん
が
連
絡
協
議
会
を
作
り
、

「
ま
ち
づ
く
り
」
に
努
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
機
に
地
域
を
代
表
し
て
の
ご
意
見
等
を
お
寄
せ
頂
き
、
よ
り
地
域
に

密
着
し
た
立
案
が
で
き
ま
す
よ
う
、
去
る
に
当
た
り
僭
越
な
が
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

分
区
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
地
域
の
皆
さ
ん
の
旧
倍
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
し
て
、
分
区
長
を
交
替
さ
せ
て
頂
く
ご
挨
拶
と
致
し
ま

「

お

世

話

に

な

り

ま

し

た

」

蘆
田
敏
郎

社

協

北

六

甲

台

分

区

退
任

挨

拶

6月13日、社協山口支部の平成21年度第1回
代議員会が、オープン間もない山口センター
のホールで開催されました。当日は代議員総
数53名中、45名の出席がありました。
中西支部長の開会挨拶の後、ご来賓の橋

本・徳風会理事長、藤本・市社協事務局長か
ら祝辞を頂きました。
この後、支部長を議長に選任し、議事に移

り、「平成20年度事業・決算報告」「役員
（理事・監事）選任」「平成21年度事業計
画・予算」「社協山口支部規約の一部改正」
の全ての議題が承認されました。
会議後、今年の「さくら祭り」のビデオが

上映され、出席者が登場するたびに、会場の
賑やかな反応があり、なごやかなひと時を過
ごしました。

平成21年度代議員会を開催
社協山口支部



【全体】
担　　　当 氏　　　名 担　　　当 氏　　　名

分 区 長 生田  收 相　　談　　役 蘆田　敏郎
　副　分　区　長 田中　弘子 監　　　　　査 一階　郁子

白谷　悦子 網本　四郎
横瀬　博

　会　　　　　計 新井　昌子
　事　　務　　局 井上　さち子

山田　万里子

【専門部】

担　　　当 氏　　　名 担　　　当 氏　　　名

地域交流部 横井　庄子 研　　修　　部 本郷　克子
(ふれあい喫茶) 棚原　利恵子 浅井　勲

北六甲台 松尾　智子 竹内　安子
松井　博子 河合　あけみ

荻野　キミ子 財　　務　　部 渡邉　文子
(ふれあい喫茶) 倉本　和正 (募金・会員会費) 安谷屋  昇

上山口東 古澤　政信 暮石　良子
片桐　文代 岩崎　佐知子
若松　純代 間所　義孝

小林　千都栄 西村　義久
松岡　照美 前田　哲也

子育て支援部 栖川　真子 矢沢　光兼
(ともだちつくろう) 小野寺　和子 浅井　喜代子

福田　聡子 　広　　報　　部 井澤　淳子
黄河　りつ子 日高　昭夫
東島　典子 冨永　勝美

福井　美也子 黒瀬　洋子
塩野　康子 ボランティアセンター 古南　圭子
西村　清子 井澤　淳子

高齢者福祉部 永田　辰雄 小野寺　和子
山田　末廣 山田　万里子

久保田　恵美子 溝口　恵子
橋本　清 田中　弘子
片山　忠 井上　さち子

山田　啓次 横井　庄子
瀬戸　泰博 本郷　克子
中村　力男 渡邉　文子
森　載子 上野　智子

眞田　一子
障害者・児福祉部 上野　智子

石田　美代子
葦田　里子
宗村　泰明

土井　満喜子
山田　米子
名田　末子
溝口　恵子

平成２1年度 北六甲台分区役員名簿

人
と

の
つ

な
が
り
を
大
切
に

分

区

長

生

田

收

就

任

挨

拶

去
る
平
成
二
十
一
年
五
月
十
八
日
、
社
協
北
六
甲
台
分
区
の
総
会
が
開
催
さ
れ
、

互
選
の
結
果
、
蘆
田
分
区
長
の
後
を
受
け
て
分
区
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
生
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
福
祉
関
係
と
の
関
わ
り
は
初
め
て
で
、
そ
の
重
責
を
痛
感
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
前
任
者
の
蘆
田
分
区
長
は
、
永
年
に
亘
っ
て
、
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
ご

尽
力
さ
れ
、
そ
の
功
績
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
経
験
豊
富
な
前
任
者
の
後
を

受
け
て
、
果
た
し
て
分
区
長
が
務
ま
る
か
、
大
層
心
も
と
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

現
在
の
少
子
化
・
高
齢
化
な
ど
地
域
社
会
は
大
き
く
変
貌
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

住
民
参
加
に
よ
る
地
域
福
祉
事
業
の
支
援
体
制
が
必
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
は
、
住
民
み
ん
な
が
主
人
公
、
地
域
が
一
体
と
し
て
取
り
組
む
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

多
様
化
す
る
福
祉
課
題
を
探
り
な
が
ら
、「
だ
れ
も
が
し
あ
わ
せ
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
標
に
、
地
域
住
民
自
ら
が
様
々
な
福
祉
問
題
を
地
域
全
体
の

課
題
と
し
て
捉
え
、
み
ん
な
が
協
力
し
あ
っ
て
解
決
に
向
け
て
諸
活
動
を
地
道
に

活
動
し
、「
だ
れ
も
が
こ
の
町
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
、

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
地
域
福
祉
活
動
を
推
進
で
き
た
ら
と
思

い
ま
す
。

社
協
北
六
甲
台
分
区
と
し
て
具
体
的
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
啓
発
と

支
援
、
ふ
れ
あ
い
交
流
活
動
の
推
進
、
支
援
事
業
、
当
事
者
支
援
事
業
、
諸
研
修
講

座
等
、
広
報
活
動
、
募
金
、
会
員
の
拡
充
等
々
に
地
道
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
年
度
も
社
協
分
区
へ
の
地
域
の
皆
様
を
は
じ
め
、
自
治
会
な
ら
び
に
各
種
団

体
の
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
理
解
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

日赤社資募金の結果

日赤社資 240,500円
（寄付金を含む）

街頭募金 52,697円
合計 293,197円

6月10日現在


